革のおはなし
私達の身のまわりには靴、バック、コート等、革を素材とした生活必需品が数多くあり、これら革製品は日常的で、暮らしに溶け込んでいるため革である事を意識せずに使って
いる事が多いのではないでしょうか。
以前、革は木や布地と違って、素材として使うことに、なじみが薄かったようですが近年、皮の輸入量が増えたりなめしの技術が進んで、さまざまな仕上がりの革が入手できるようになった現在、革の性質を利用した革製品が多く出まわり、又革手工芸も普及しました。

皮と革の違い

皮・・・動物からはいで何も加工していない状態のもの

革・・・腐敗や硬化を防ぐ為になめし加工を施したもの

革工芸の歴史
ヨーロッパでの革工芸の歴史は紀元前1450年頃のエジプトのレリーフに皮の加工の様子

が描かれており、イタリアや各地の博物館には豪華な作品が多数保存されています。

14世紀、イタリアを中心に起こったルネッサンの時期に、革工芸にも絵画的な装飾が取り入れられました。

18世紀には産業革命が起こり製革の量産方法が開発されたり、19世紀にはクロールなめし法が発明されて、今日の皮革工業の基礎が築かれました。
一方、アメリカではインディアンが独特の技術で革製品が作られていました。

その後、ヨーロッパ風の革工芸は色々の技術が生み出されて、アメリカへはスペイン人の手によって持ち込まれ、　西部のカウボーイ達が馬具、ベルト等を作っていました。
革工芸の技法の１つ、レザーカービングは２０世紀に入ってアメリカの男性に好まれ、

第二次大戦後、進駐軍の兵士によって日本に持ち込まれて、今日の流行に至っています。
それまでの日本の革工芸はローケツ染め技法が主でした。
革の長所は丈夫で耐久力、表面が美しく、温かい感触、保湿性、吸湿通気性、柔軟性、順応性がありますが欠点は湿気で伸び、乾燥で縮む、かび易く、キズがあって均一でない。
革工芸に使われている革の種類
	革の種類
	革の厚さ
	価格

	牛革（カーフ、キップ、カウ）
	1,0~4,0mm.
	１デシ10㎝四方　　94~186円　　　

	山羊（ゴード）
	0,8~1,2mm.
	　　　〃　　　　　 89~105円

	羊　（ヤンピ）　
	0,6~1,2mm.
	60~80円

	豚　（ピック）
	0,5~1,4mm.
	　　　　　　　　　　57~63円

	その他　鹿、蛇，トカゲ、エイ、オーストリッチ等


　
